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（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、問い続け、深く考える権利であり、

今
年
1
月
1
日
、
国
立
市
は
市
制
施

行
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
市
で
は
50

周
年
を
記
念
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
公
民
館
で
も

「
文
教
都
市
く
に
た
ち
」
な
ら
で
は
の

講
演
と
対
談
を
企
画
し
ま
し
た
。

＊
＊
＊

一
橋
大
学
長
・
蓼
沼
宏
一
さ
ん
と
京

都
大
学
総
長
・
山
極
壽
一
さ
ん
は
、
と

も
に
国
立
市
ご
出
身
で
す
。
日
本
を
代

表
す
る
大
学
の
長
を
務
め
る
お
二
人
が

学
問
探
求
の
面
白
さ
、
人
生
を
変
え
た

学
び
、
大
学
と
ま
ち
の
未
来
な
ど
に
つ

い
て
語
り
合
い
ま
す
。

1
9
6
5
年
に
富
士
見
台
団
地
が
完

成
、
国
立
町
（
当
時
）
の
人
口
が
5
万

人
を
超
え
、
1
9
6
7
年
に
国
立
市
制

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
田
園
風
景

が
残
る
当
時
の
国
立
で
、
お
二
人
は
ど

の
よ
う
な
子
ど
も
時
代
を
過
ご
し
た
の

で
し
ょ
う
か
。
国
立
を
出
た
後
、
国
内

外
で
の
研
究
生
活
は
ど
の
よ
う
な
〝
経

験
〟〝
学
び
〟
で
あ
っ
た
の
か
。
大
学

の
長
と
し
て
、
若
い
世
代
に
伝
え
て
お

き
た
い
こ
と
と
は
…
…
。

大
変
ご
多
忙
な
お
二
人
が
揃
っ
て
登

壇
さ
れ
る
貴
重
な
こ
の
機
会
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

今
回
は
、
こ
れ
か
ら
先
の
50
年
に
向

け
て
、
次
世
代
を
担
う
若
者
に
も
多
く

参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
青
年

枠
を
設
け
ま
し
た
。

下
記
の
申
込
方
法
を

ご
確
認
の
う
え
、
公

民
館
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
芸
術
小
ホ
ー

ル
の
ロ
ビ
ー
に
テ

レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
を

設
置
し
、
乳
幼
児

連
れ
の
方
優
先
の

観
覧
ス
ペ
ー
ス
を

用
意
す
る
予
定
で

す
。
詳
細
は
公
民

館
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
一
橋
大
学
長
・
蓼
沼
宏
一

1
9
8
2
年
一
橋
大
学
経
済
学
部
卒
業
。

1
9
8
9
年
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
大
学

院
経
済
学
研
究
科
修
了
、Ph.D

（
博

士
）
を
取
得
。
2
0
1
4
年
一
橋
大
学

長
に
就
任
。
専
門
分
野
は
理
論
経
済
学
。

著
書
『
幸
せ
の
た
め
の
経
済
学
―
効
率

と
衡
平
の
考
え
方
』（
岩
波
書
店
）
ほ

か
。

〈青年枠〉
条　　件　市内在住の22歳以下の方、もしくは市

内の中学・高校・大学・専門学校に在
籍している方

定　　員　50名（応募者多数の場合は抽選）
申込方法　往復はがきの往信裏に、氏名（フリガ

ナ）・住所・電話番号・メールアドレ
ス＊・学校名・年齢を明記のうえ、下
記までお申し込みください。はがき1
枚につき1人まで。
＊事前に質問を募集しますので、メー

ルアドレスもご記入ください。
申込締切　9月22日（金）消印有効

〈一般枠〉
定　　員　250名（市内在住優先。応募者多数の場合

は抽選）
申込方法　往復はがきの往信裏に、氏名（フリガ

ナ）・住所・電話番号を明記のうえ、
下記までお申し込みください。はがき
1枚につき1人まで。

申込締切　9月30日（土）消印有効

申込先　国立市公民館　市制50周年記念事業担当
〒186-0004　国立市中1-15-1

問合先　公民館☎（572）5141
＊記載漏れは無効とします。
＊返信用表にも住所・氏名を明記してください。

「文教都市くにたち」　市制施行50周年記念

希望の社会をつくる“知”と“学び”
―国立市出身の一橋大学長・京都大学総長から次代へのメッセージ―

お　話　蓼
たで

沼
ぬま

宏一（一橋大学長・経済学）×山
やま

極
ぎわ

壽一（京都大学総長・人類学）

司　会　沢辺満智子（社会学博士（一橋大学出身）、日伊櫻の会運営委員長）

と　き　10月22日（日）昼1時～3時　ところ　市民芸術小ホール（ホール）

■
京
都
大
学
総
長
・
山
極
壽
一

1
9
7
5
年
京
都
大
学
理
学
部
卒
業
。

1
9
7
7
年
同
理
学
研
究
科
修
士
課
程

修
了
、
1
9
8
0
年
同
理
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
、
理
学
博

士
。
2
0
1
4
年
京
都
大
学
総
長
に
就

任
。
専
門
は
霊
長
類
学
。

著
書
『「
サ
ル
化
」
す
る
人
間
社
会
』

（
集
英
社
）、『
15
歳
の
寺
子
屋
―
ゴ
リ

ラ
は
語
る
』（
講
談
社
）
ほ
か
。

申込方法

〈
登
壇
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉
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あらゆる教育の手だてを得る権利であり、個人的・集団的力量を発達させる権利である。学習権とは想像し、創造する権利であり、自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

講
座
参
加
者
の
声

「
母
と
娘
の
む
ず
か
し
さ
」

に
参
加
し
て

板
垣
　
陽
子

ず
っ
と
仲
良
し
だ
っ
た
母
に
違
和
感

を
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
20
代
前

半
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
特
に
結
婚

の
こ
と
で
ず
い
ぶ
ん
と
親
の
希
望
や
娘

に
期
待
す
る
こ
と
を
言
わ
れ
、
母
の
期

待
に
応
え
た
い
気
持
ち
と
自
分
の
率
直

な
気
持
ち
と
が
相
反
す
る
た
め
に
、
重

大
な
判
断
に
迷
う
こ
と
が
多
く
な
り
、

自
分
が
本
当
は
ど
う
し
た
い
の
か
が
、

す
っ
か
り
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
親
切
な
は
ず
の
母
が
当
時
ど

う
し
て
あ
ん
な
に
理
不
尽
だ
っ
た
の
か
、

ど
う
し
て
あ
ん
な
に
助
け
に
な
ら
な
い

迷
惑
な
存
在
だ
っ
た
の
か
、
長
い
間
わ

か
ら
ず
、
苦
し
い
思
い
で
母
と
接
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、
そ
ん
な
私

の
疑
問
を
解
決
す
る
の
に
ち
ょ
う
ど
良

い
内
容
で
し
た
。

母
親
は
、
同
性
で
あ
る
娘
に
い
ろ
い

ろ
と
期
待
し
て
し
ま
う
も
の
だ
と
い
う

こ
と
、
寂
し
さ
が
あ
る
と
娘
に
依
存
す

る
場
合
も
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、

娘
は
、
本
当
は
、
母
親
の
期
待
に
応
え

よ
う
と
す
る
必
要
は
な
い
し
、
自
分
で

自
分
の
人
生
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く

（
＝
自
立
す
る
）
べ
き
存
在
な
の
に
、

親
の
期
待
に
応
え
た
い
と
思
っ
て
し
ま

う
も
の
だ
と
い
う
こ
と
、
な
ど
様
々
な

傾
向
や
パ
タ
ー
ン
を
教
え
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
母
の
弱
点
に
つ
い
て
イ
ラ
イ

ラ
す
る
こ
と
が
減
り
、
母
も
今
で
も
発

展
途
上
に
あ
る
一
人
の
女
性
な
の
だ
と

客
観
的
に
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

い
ま
、
私
も
娘
を
育
て
て
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
接
し
て
い
け
ば
、
よ
り
子

ど
も
の
可
能
性
を
引
き
出
せ
る
母
親
に

な
れ
る
の
か
、
自
分
で
自
分
の
人
生
を

作
っ
て
い
け
る
自
信
の
あ
る
子
に
育
て

ら
れ
る
の
か
、
答
え
を
探
し
な
が
ら
の

毎
日
で
す
。
で
も
、
講
座
の
中
で
「
娘

の
育
て
方
が
分
か
ら
な
い
、
気
持
ち
が

分
か
ら
な
い
と
か
、
後
悔
や
失
敗
は
誰

に
で
も
あ
る
こ
と
で
、
完
璧
な
子
育
て

や
家
庭
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
は
い
な

い
。
皆
悩
ん
で
い
る
し
、
勉
強
し
て
い

て
も
迷
う
も
の
」
と
い
う
お
話
が
あ
り
、

す
っ
と
肩
の
荷
が
軽
く
な
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
の
自
分
が
持
っ
て
い
る
身

の
周
り
の
リ
ソ
ー
ス
（
財
産
の
よ
う
な

も
の
）
を
再
発
見
す
る
方
法
や
、
今
の

家
族
関
係
が
よ
り
良
く
な
る
た
め
の
方

法
に
つ
い
て
の
実
践
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
も
あ
り
、
と
て
も
為
に
な
る
講
座

で
し
た
。

今
年
度
の
ご
案
内
が
右
下
に
あ
り
ま

す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講　師　角
すみ

田
だ

　清美（元都立高校教員）
市境を歩きながら、くにたちの歴史や自然について知る

講座の第4弾。今回は国立市の西側、立川市・日野市との
境を歩きます。

第1回はくにたちの地形と立川断層について学びます。
地形図を読み解きながら、実際に自分で地図を作ってみま
しょう。第2回は作った地図を持ちながら、西国立駅から
矢川緑地を抜け、多摩川までの立川との市境および多摩川
沿いの日野との市境を歩きます。

第1回　地域の調べ方（学習会）
と　き　10月1日（日）朝10時～12時
ところ　公民館　3階講座室
持ち物　色鉛筆、ものさし

第2回　フィールドワーク
と　き　10月8日（日）朝9時～12時頃
集合・解散　JR南武線　西国立駅改札集合、南区公会堂

（立川バス停留所「国立操車場前」）解散予定
＊小雨決行。ただし荒天の際は、郷土文化館でお話を伺い

ます。
持ち物等　歩きやすい服装、飲み物、筆記用具

定　員　15名（原則2回続けて参加できる方、申込先着順）
申込先　9月12日（火）朝9時～

公民館☎（572）5141
協　力　国立まなびあるきの会

母と娘のむずかしさ

講　師　大美賀　直子（精神保健福祉士、
産業カウンセラー・All About「ストレス」ガイド）

母と娘の関係には、心理的な距離の近さから生じる難し
さがあります。母が娘に依存してしまう背景にはさまざま
な原因がありますが、同性同士であるがゆえに、共感に
よってお互いを拘束してしまうことがあるのです。その影
響から、家族から自立できない大人になったり、機能不全
家族のなかで育ち、成人し
てもそのトラウマを抱えて
いる「アダルト・チルドレ
ン」と呼ばれる大人になる
こともあります。摂食障害
や非行といった影響までも
まねくことがあるこの問題
を正しく理解し、じっくり
考える機会にしましょう。

保　育 	 子ども定員：若干名（先着順、市内在住の方のみ）
定員超過の場合は抽選。申込締切9月21日（木）。
保育室オリエンテーションを9月30日（土）朝10
時から行います。おやつ代180円（全6回分）を
お持ちください。

と　き　10月7、14、28日、11月18、25日、12月9日
いずれも土曜日　朝10時～12時　全6回

ところ　公民館　3階集会室
定　員　女性20名（年齢不問、申込先着順）
申込先　9月16日（土）朝9時～

公民館☎（572）5141

〈江戸への招待〉

『大奥』の世界
～大奥女中は、現代のキャリアウーマン～

講　師　山本　博文（東京大学史料編纂所）

一般的に「大奥」と聞くと“将軍を取り巻く女性たち”と
いうイメージを持つ方も多いかと思いますが、実はしっか
りと組織化された会社のようなところでした。

春日局に始まる大奥の成立から天璋院、和宮に続く江戸
幕府崩壊まで三百年近くにわたる歴史の中で、女性たちが
いかに活躍し、江戸の世を支えてきたか……秋のひととき
にタイムスリップして大奥の世界をのぞいてみませんか。
現代にも役立つヒントがあるかもしれません。

〈山本博文さんの著書〉
『江戸学講座』（新潮社）、『大奥の世界』（洋泉社）ほか。

と　き　9月27日（水）昼1時半～3時
ところ　公民館　3階講座室
定　員　35名（申込先着順）
申込先　9月8日（金）朝9時～

公民館☎（572）5141

〈Ｃ
シ ネ ボ ッ ク ス
ＩＮＥＶＯＸ　公民館映画会〉 

名もなく貧しく美しく
1961年　東京映画　白黒　130分　※16ミリ版

監督・脚本　松山善三　撮影　玉井正夫　音楽　林光
出演　高峰秀子、小林桂樹、原泉、草笛光子、沼田曜一、

荒木道子、加山雄三、高橋昌也　ほか

巨匠・木下惠介門下の脚本家として活躍していた松山善
三の第1回監督作品。戦争末期から終戦後までの時代を背
景に、懸命に生きる一組の聴覚しょうがい者夫婦の夫婦
愛・家族愛を描く秀作。夫婦の会話はすべて手話で、字幕
を付けるという画期的な方法が取られた。松山の誠実な演
出、成瀬巳喜男作品で知られる玉井正夫の陰影に富んだ撮
影も素晴らしいが、何よりも夫婦を演じる高峰秀子、小林
桂樹の迫真の名演技が胸に迫る。

と　き　9月24日（日）昼2時～（開場：1時）
ところ　公民館　地下ホール　定員　85名（当日先着順）
＊ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は

入場を制限させていただきます。

〈図書室のつどい〉 

超ソロ社会 
「独身大国・日本」の衝撃

お　話　荒川　和久（独身研究家）
未婚化・非婚化に加え、離婚率の上昇や配偶者の死別に

よる高齢単身者の増加などで、約20年後の2035年に、日本
は人口の半分が独身という国になると予想されています。

独身生活者研究の第一人者である著者の荒川さんにお話
を伺います。ソロ社会へと進んでいく日本の未来を考えて
みませんか。

〈荒川和久さんの本〉
表題作（PHP研究所）の他、『結婚しない男たち　増え続
ける未婚男性「ソロ男」のリアル』（ディスカヴァー携
書）等。

と　き　9月21日（木）夜7時～9時
ところ　公民館　3階講座室　定員　35名（当日先着順）
＊申し込みは不要です。ご自由においでください。

〈環境講座〉 
身近な雑草のふしぎ

講　師　森　昭彦（サイエンス・ジャーナリスト）
山や野原、道端、そして家の庭でひっそりと、しかし美

しく、しなやかに生きる多種多様な雑草たちは、ほかの植
物と何が違うのでしょうか。人間は雑草とどうやって暮ら
してきたのか、環境にどのように影響しているのか、した
たかな生命力はどんな仕組みなのか、私たちの気づかない
世界が身近なところで広がっています。

今回は、私たちの生活に身近な雑草に目を向けて、学ん
でみたいと思います。雑草に対する見方が変わるかもしれ
ません。
＊講座の前半は座学、後半は多摩川周辺を歩きます。 

小雨決行。ただし荒天の際は、後半も座学になります。

と　　き　10月7日（土）昼1時半～4時半
と こ ろ　南区公会堂　ホール　多摩川周辺
定　　員　20名（申込先着順）
持ち物等　歩きやすい服装（白色系）、帽子、飲み物、

筆記用具
申 込 先　9月8日（金）朝9時～

公民館☎（572）5141

〈地域史講座・フィールドワーク〉

くにたちの市境を歩く④ 
―まちを歩き、地域を知る―

タイヤ
ショップ

コンビニ

コンビニ
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http://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kouminkan/公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

〈公民館・『田辺鶴瑛の介護講談』上映実行委員会共同企画〉

「認知症とともに生きる」
『田辺鶴瑛の介護講談』上映会・介護を語る会

2025年に700万人が「認知症」になると言われる今日。公民館では、2015年からこのテーマについて考える映画会等を
市民と共同して実施してきました。今回も公民館と市民による実行委員会で以下の通り共同企画しました。

前回『毎日がアルツハイマー』を企画・上映した実行委
員会は、今回も引き続き認知症介護をテーマにしたドキュ
メンタリー映画『田辺鶴瑛の介護講談』の上映を企画しました。

女流講談師・田辺鶴瑛さんが、養父の在宅認知症介護の
実体験を基に創作したオリジナル講談をライブ収録した作
品（2016年／荻久保則男監督）。大奮闘の在宅介護のなか
で、いつしか養父に癒されていることに気づく家族。泣い
て笑って最後にはホッと肩の力がほぐれるような介護経験
がひとつの講談になりました。

超高齢社会の現代、誰にとっても決して他人事ではない
「家族の介護」にどのように向き合うのか？　目からウロ
コのヒントが満載です。

上映後は、公民館が主催して参加者で介護を語り交流す
る時間を設ける予定です。どうぞお気軽にご参加ください。

と　き　10月12日（木）昼1時半～4時（開場：1時）
1時30分～『田辺鶴瑛の介護講談』（60分）上映会
2時45分～「介護を語る会」（グループでの話し合い）

ところ　公民館　地下ホール
定　員　85名（当日先着順。事前予約可、下記連絡先まで）

＊実行委員会連絡先　☎090-3247-8848（矢崎薫）
参加費　500円（映画上映料）

―子ども・若者を支えるつながりづくり― 

放課後「学び場」ネットワークフォーラム
公民館・くにたち地域コラボ・ＮＨＫ学園高等学校共催

いま市内では、子どもたちが放課後に楽しく学べる無料
の学習支援の場がいくつか運営されています。こうした
「学び場」は、行政・地域の連携・協力によって運営され、
勉強のサポートとともに「居場所」として安心して過ごせ
ることなどが大事にされています。

しかし、各地で多様に広がるこうした取り組みに子ども
の参加が増え続けているなか、取り組みの内容が学校・行
政・地域で十分に共有されていないことや、より必要とし
ている子どもには届かないことなど、共通の課題も浮かび
上がってきました。

今後も地域で子どもの成長を支える、豊かな「学び場」
「居場所」をつくっていくために、私たちは今、なにがで
きるでしょうか。今回は埼玉県を中心に先駆的な学習支援
活動を行ってきたＮＰＯ法人代表の青砥さん、一橋大学で
教育格差問題を研究する山田さんをお招きし、市内の取り
組み、情報などを共有しながら一緒に考えます。

講　師　青砥　恭（ＮＰＯ法人さいたまユースサポートネット）
山田　哲也（一橋大学・教育社会学）
＊市内の「学び場」の活動報告なども予定しています。

と　き　9月23日（土・祝）昼1時半～4時半
ところ　公民館　地下ホール　定　員　60名（申込先着順）
申込先　9月6日（水）朝9時～

公民館☎（572）5141

〈くにたちブッククラブ　世界の軋む音を聞く〉 

遠藤周作『沈黙』�� （新潮文庫）

講　師　佐藤　泉（青山学院大学・日本近代文学）

と　き　9月14日（木）夜7時半～9時半
ところ　公民館　3階講座室
申込先　公民館☎（572）5141
＊この講座はあらかじめ作品を読んできて、参加者が読み

を出しあいます。そのあと講師のお話を聞きます。

〈社会体育事業〉

「街を・山を歩く」第２回
日　　時　10月5日（木）＜雨天中止＞
集　　合　谷保駅北口　朝9時
実施方面　八王子市　めじろ台～長沼方面

（距離：約10キロ　）
＊第1回は雨天中止になりましたので、今回

は第1回目のコースを歩きます。
対　　象　市内在住、在勤者
チ ラ シ　9月11日（月）から

市役所3階生涯学習課、市民総合体育館、公
民館、北・南市民プラザで配布します。

申込方法　チラシの内容（日程、コース、申込方法等）
をご確認のうえ、
9月12日（火）から28日（木）の期間に下記
までお申し込みください。

申込・問合先　教育委員会　生涯学習課
社会体育担当
☎（576）2107（直通）

〈社会体育事業〉
「60歳からの健康体操教室」参加者募集

日時、会場　①10月16日（月）・30日（月）・
11月6日（月）・13日（月）・20日（月）
北市民プラザ　多目的ホール
（北3－1－1　9号棟1階）

②11月7日（火）・14日（火）・
21日（火）・28日（火）・

12月5日（火）
市民総合体育館　第三体育室
（富士見台2－48－1）
※各5回ずつ実施。（①と②の内容は同

じです。）
いずれも朝9時30分～11時30分

指 導 員　国立市スポーツ推進委員　塩野　啓子　他
対 　 象　60歳以上（市内在住・在勤者）
費 　 用　保険料1日につき150円
募 集 人 員　各30名（教室参加がはじめての方優先・応

募多数の場合抽選）
持 ち 物 等　運動のできる服装・室内用運動シューズ・

飲料水・タオル・保険料
申 込 方 法　往復はがきの往信用裏に・氏名（フリガ

ナ）・年齢・性別・住所・電話番号・希望
する会場①か②を明記の上、下記までお申
込みください。（はがき1枚につき1世帯
まで可。お一人様1会場の申込みでお願い
します。）※返信用表にも住所・氏名を明
記してください。

申 込 締 切　①は9月29日（金）、②は10月31日（火）
必着

申 込 先　〒186-8501　国立市教育委員会
生涯学習課「60歳からの健康体操教室」係

問 合 先　生涯学習課　社会体育担当
☎（576）2107（直通）

文
章
表
現
の
会

あ
な
た
に
だ
け
し
か
書
け
な
い
文
章

を
、
会
の
メ
ン
バ
ー
に
披
露
し
て
、
感

想
を
し
合
う
。
こ
う
し
て
文
章
と
表
現

を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
是
非
仲
間
に

な
っ
て
研
究
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
毎
月
第
二
土
曜
日
朝
10
時
～

場
所　
公
民
館　
講
座
室
等

連
絡
先　
森
本
（
574
）
8
0
5
3

社
交
ダ
ン
ス　
会
員
募
集

し
っ
か
り
と
ス
テ
ッ
プ
を
覚
え
た
い

方
歓
迎
、
火
曜
（
ワ
ル
ツ
・
タ
ン
ゴ
・

ル
ン
バ
）
他
金
曜
に
中
級
を
目
指
す
方

ひ
か
り
プ
ラ
ザ
朝
11
時
半
か
ら
も
募
集　

費
用
一
回
六
百
円　
社
交
ダ
ン
ス
絆

日
時　
火
曜
日
昼
3
時
～　
2
時
間

場
所　
公
民
館　
地
下
ホ
ー
ル

連
絡
先　
櫻
井
090
（
5359
）
4
8
4
6

和
弓
を
ひ
い
て
み
ま
せ
ん
か
！

和
弓
は
姿
勢
を
良
く
し
、
集
中
力
を

養
い
誰
に
で
も
出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

初
め
て
の
方
も
最
初
は
会
の
用
具
を
使

え
ま
す
。
会
費
一
回
500
円
、
詳
細
は
夜

7
時
以
降
電
話
を
。
く
に
た
ち
弓
友
会

日
時　
週
一
回

（日）
又
は

（土）
午
前
中

場
所　
昭
島
市
弓
道
場
（
東
中
神
駅
）

連
絡
先　
長
谷
川
（
576
）
1
4
8
9

水
彩
画
描
き
ま
せ
ん
か　
会
員
募
集

水
彩
画
を
楽
し
く
の
び
の
び
と
描
く

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
る

サ
ー
ク
ル
「
く
に
た
ち
彩さ

い

の
会
」
で
す
。

年
一
回
作
品
展
開
催
。
一
緒
に
水
彩
画

を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
見
学
歓
迎
。

日
時　
第
一
・
三
木
曜
日
朝
9
時
半
～

場
所　
芸
小
ホ
ー
ル　
ア
ト
リ
エ

連
絡
先　
三
田
村
（
574
）
7
2
3
6

謡
曲
・
仕
舞（
観
世
流
）会
員
募
集

日
本
の
伝
統
芸
能
の
能
楽
の
歌
と
舞

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
も
歓

迎
致
し
ま
す
。
能
楽
師
の
先
生
の
指
導

で
年
齢
を
問
わ
ず
楽
し
ん
で
お
稽
古
を

し
ま
し
ょ
う
！

日
時　
第
二
・
四
月
曜
日
夜
6
時
～

場
所　
東
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー

連
絡
先　
八は

っ

田た

090
（
6002
）
2
6
1
8

「
谷
保
太
極
拳
同
好
会
」
会
員
募
集

太
極
拳
に
興
味
は
あ
る
け
れ
ど
、
私

に
で
き
る
か
し
ら
？
と
悩
む
前
に
是
非

体
験
を
！
初
め
て
で
も
無
理
な
く
続
け

ら
れ
る
気
功
体
操
を
中
心
に
体
の
中
か

ら
健
康
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

日
時　
毎
週
火
曜
日
朝
10
時
～
12
時

場
所　
矢
川
集
会
所

連
絡
先　
長
谷
川
090
（
8303
）
7
2
5
4

昭
和
の
歌
を
歌
う
会
（
参
加
無
料
）

誰
で
も
知
っ
て
い
る
歌
を
歌
手
の
指

導
と
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
楽
し
く
歌
い
ま

し
ょ
う
。
FAX
で
昭
和
の
歌
を
歌
う
会
参

加
希
望
と
し
て
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を（
572
）2
5
6
4
へ
申
込
下
さ
い
。

日
時　
9
月
21
日

（木）
昼
2
時
～

場
所　
公
民
館　
地
下
ホ
ー
ル

連
絡
先　
幹
事
090
（
3138
）
9
1
6
5

く
に
た
ち
国
際
友
好
会
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

9
月
は
「
ベ
ト
ナ
ム
に
見
る
日
本
」

と
題
し
て
一
橋
大
学
留
学
生
チ
ャ
ン
・

ゴ
・
ニ
ャ
チ
ャ
ン
さ
ん
が
講
演
し
ま
す
。

交
流
の
場
も
あ
り
ま
す
の
で
お
楽
し
み

下
さ
い
。

日
時　
9
月
21
日

（木）
夜
6
時
半
～

場
所　
一
橋
大
学　
国
際
交
流
会
館

連
絡
先　
和
田
090
（
3497
）
2
1
1
0

第
217
回
く
い
し
ん
ぼ
ク
ラ
ブ

タ
イ
料
理

ガ
パ
オ
ラ
イ
ス
と
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー

を
習
い
ま
し
ょ
う
。
材
料
費
800
円
。
ふ

き
ん
と
ゴ
ミ
袋
を
ご
持
参
下
さ
い
。

日
時　
9
月
30
日

（土）
昼
1
時
～

場
所　
福
祉
会
館　
料
理
講
習
室

連
絡
先　
八は

ち

宮み
や

（
571
）
1
0
0
7

（
６
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

8
月
8
日
（
火
）
第
10
回
定
例
会
を

開
催
。
委
員
14
名
、
館
長
、
職
員
2
名

が
出
席
。
傍
聴
2
名
。

前
回
議
事
録
確
認

議
題

○
第
30
期
国
立
市
公
民
館
運
営
審
議
会

答
申
の
ふ
り
か
え
る
会
に
つ
い
て

試
行
的
な
実
施
を
予
定
し
て
い
る

「
公
民
館
活
動
を
ふ
り
か
え
る
会
」
の

企
画
協
議
に
つ
い
て
、
世
話
人
会
よ
り

報
告
と
提
案
が
あ
っ
た
。

成
果
と
し
て
、
公
民
館
主
催
事
業
の

ふ
り
か
え
り
の
必
要
性
が
職
員
と
市
民

の
双
方
の
観
点
か
ら
確
認
さ
れ
た
。
ま

た
、
ふ
り
か
え
る
会
に
つ
い
て
、
よ
り

よ
い
事
業
企
画
・
運
営
の
た
め
に
職
員

と
市
民
が
一
堂
に
会
し
て
「
研
究
」
を

行
う
場
で
あ
る
と
の
見
解
が
得
ら
れ
た
。

ふ
り
か
え
る
会
の
具
体
化
に
向
け
て
、

世
話
人
会
よ
り
8
月
29
日
（
火
）
夜
に

公
運
審
委
員
の
参
加
に
よ
る
「
プ
レ
ふ

り
か
え
り
の
会
」
の
予
行
が
提
案
さ
れ
、

協
議
の
後
、
実
施
が
決
定
さ
れ
た
。

報
告
事
項

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

8
月
号
「
図
書
館
の
つ
ど
い
」
よ
り

読
み
手
に
誤
解
が
生
じ
な
い
よ
う
表
記

の
工
夫
が
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

○
社
会
教
育
委
員
の
会

7
月
24
日
（
月
）
第
3
回
定
例
会
を

開
催
。
前
期
の
答
申
で
示
さ
れ
た
重
点

施
策
に
関
し
て
、
他
市
の
先
進
事
例
を

共
有
し
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

○
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会

来
年
開
催
の
研
究
大
会
の
企
画
会
議

報
告
や
各
市
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

次
回
定
例
会
は
9
月
12
日
（
火
）
夜

7
時
15
分
か
ら
。
傍
聴
歓
迎
。（
間
瀬
）

介護のつらさを笑いに変えていく（映画『田辺鶴瑛の介護講談』より）
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く
に
た
ち
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
39
回
定
期
演
奏
会

ラ
ヴ
ェ
ル
古
風
な
ソ
ヌ
エ
ッ
ト　
ヒ
ン

デ
ミ
ッ
ト
交
響
曲
『
画
家
マ
テ
ィ
ス
』

フ
ラ
ン
ク
交
響
曲
二
短
調　
指
揮　
和

田
一
樹
入
場
料
千
円
高
校
生
以
下
無
料

日
時　
10
月
1
日

（日）
昼
2
時
開
演

場
所　
杉
並
公
会
堂　
大
ホ
ー
ル

連
絡
先　
事
務
局
080
（
5445
）
9
2
9
2

今月の公民館（9月、10月初）

＊印は参加自由、他は事前申込みが必要です。
14日（木）夜　くにたちブッククラブ

遠藤周作『沈黙』

21日（木）夜＊図書室のつどい
超ソロ社会　「独身大国・日本」の衝撃

23日（土・祝）昼　子ども・若者を支えるつながりづくり
放課後「学び場」ネットワークフォーラム

24日（日）昼＊C
シ ネ ボ ッ ク ス
INEVOX公民館映画会

『名もなく貧しく美しく』

27日（水）昼　江戸への招待� 『大奥』の世界

10月1日（日）朝～　地域史講座・フィールドワーク
くにたちの市境を歩く④

7日（土）朝～　母と娘のむずかしさ

7日（土）昼　環境講座　身近な雑草のふしぎ

12日（木）昼＊「認知症とともに生きる」
『田辺鶴瑛の介護講談』上映会・介護を語る会

22日（日）昼�「文教都市くにたち」市制施行５０周年記念
希望の社会をつくる“知”と“学び”

―国立市出身の一橋大学長・京都大学総長から
次代へのメッセージ―

市民交流ロビー利用制限のお知らせ
公民館では、1階から市民交流ロビーへ降りるための段差
解消機の入替工事を今月から実施する予定です。工事に伴い、
市民交流ロビーではグループでの展示ができなくなります
（休憩や交流スペースとしてはお使いいただける予定です）。
詳細については分かり次第、公民館だより、館内掲示、市
ホームページ等でお知らせいたします。

く
に
た
ち
混
声
合
唱
団
・
と
き
わ

第
二
回
公
開
練
習
・
見
学
大
歓
迎
！

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
レ
ク
イ
エ
ム
」
谷

川
俊
太
郎
詩
「
春
に
」「
信
じ
る
」
他
、

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
や
日
本
の
歌
も
予
定
。
友

達
を
誘
い
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

日
時
　
10
月
1
日

（日）
昼
3
時
15
分
～

場
所　
さ
ん
せ
い
ホ
ー
ル
（
公
民
館
隣
）

連
絡
先　
深
町
090
（
8592
）
2
4
4
4

人
物
画
の
会　
17
年
度

今
年
は
秋
早
々
、
10
月
に
行
い
ま
す

日
頃
描
い
て
い
る
人
物
に
加
え
、
静

物
、
風
景
も
加
え
、
80
点
以
上
展
示
い

た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
い
で
頂
き
楽
し

い
時
間
を
過
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
時　
10
月
2
～
7
日
朝
10
時
～
17
時

場
所　
芸
小
ホ
ー
ル　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

連
絡
先　
榎
本
（
571
）
0
3
8
5

ア
ン
デ
ス
音
楽
を
演
奏
す
る
サ
ー
ク

ル
「
ア
ボ
カ
ド
ス
」。

ま
ず
は
縦
笛
の
ケ
ー
ナ
の
音
出
し
練

習
。「
そ
う
そ
う
、
そ
の
音
！
」。
リ
ー

ダ
ー
の
成
田
昭
夫
さ
ん
の
声
が
飛
ぶ
。

机
の
上
に
は
長
さ
の
違
う
管
を
つ
な
げ

た
楽
器
も
。
サ
ン
ポ
ー
ニ
ャ
と
い
っ
て

葦
で
出
来
て
い
る
そ
う
だ
。

ほ
か
に
も
弦
楽
器
の
チ
ャ
ラ
ン
ゴ
、

ボ
ン
ボ
と
い
う
太
鼓
な
ど
が
合
奏
で
使

わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
ケ
ー
ナ
と
サ
ン

ポ
ー
ニ
ャ
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
中
心
に

練
習
し
て
い
る
。

「
私
は
楽
器
な
ど
や
っ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
ん
で
す
」
と
、
4
年
前
の
サ
ー

ク
ル
設
立
当
初
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
加
木

洋
子
さ
ん
。
成
田
さ
ん
が
講
師
を
務
め

た
「
ケ
ー
ナ
を
作
っ
て
吹
い
て
み
ま
せ

ん
か
」
と
い
う
講
座
を
受
講
し
た
の
が

き
っ
か
け
で
始
め
た
と
の
こ
と
。
昨
年

秋
か
ら
加
わ
っ
た
紅
林
佐
起
子
さ
ん
も
、

や
は
り
成
田
さ
ん
が
講
師
の
サ
ン
ポ
ー

ニ
ャ
作
り
を
体
験
し
て
楽
器
を
始
め
た
。

試
し
に
筆
者
も
ケ
ー
ナ
を
吹
か
せ
て

も
ら
っ
た
。
最
初
こ
そ
偶
然
音
が
出
た

が
、
そ
の
後
は
ス
カ
ー
、
ス
カ
ー
と
空

気
が
抜
け
る
ば
か
り
。
ケ
ー
ナ
は
表
に

6
個
、
裏
側
に
1
個
の
穴
が
開
い
て
い

る
。
リ
コ
ー
ダ
ー
よ
り
も
少
な
い
穴
で
、

な
ん
と
4
オ
ク
タ
ー
ブ
も
音
が
出
る
と

い
う
。「
単
純
な
作
り
で
す
が
、
と
て

も
奥
が
深
い
ん
で
す
」
と
、
成
田
さ
ん
。

「
先
住
民
の
時
代
か
ら
祭
り
や
生
活
に

密
着
し
た
音
楽
な
の
で
、
簡
単
な
曲
が

多
い
ん
で
す
。
歌
い
踊
り
、
空
間
で
音

を
楽
し
む
ん
で
す
ね
」

基
本
だ
と
い
う
「
二
羽
の
小
鳩
」
と

い
う
曲
を
合
奏
し
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

音
出
し
の
練
習
を
し
た
り
。
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
休
憩
し
て
い
る
は
ず
が
、
い

つ
の
間
に
か
合
奏
が
始
ま
っ
た
り
と
、

自
由
な
雰
囲
気
で
練
習
は
進
ん
だ
。

サ
ー
ク
ル
名
の
由
来
は
、
成
田
さ
ん

が
ア
ボ
カ
ド
が
好
き
だ
か
ら
、
だ
そ
う

だ
。
メ
ン
バ
ー
募
集
中
で
初
心
者
大
歓

迎
と
の
こ
と
。

日
時　
日
曜
不
定
期
昼
2
時
～
4
時

場
所　
公
民
館　
音
楽
室

連
絡
先　
加か

木ぎ

（
576
）
９７５９




〈
文
・
写
真
　
西
尾
万
樹
〉演奏会を目指して


